
臨床⽂藝 Vol. 2 No. 1 2022 

106 
 

 

おもしろ⾔葉 〜こどものちから〜 

わたし 
今回も interesting な⾔葉 

 

5歳 6ヶ⽉の娘 

幼稚園の年⻑ 

 

ここ数ヶ⽉、娘の⼀⼈称が「わたし」となる時がある 

それまでは「ももちゃん」と⾃称していた 

妻には、幼稚園でみんなが使っているから、とその経緯を説明したようであ
った 

⼀⼈称を軽やかに変化させたその軽やかさに憧憬を抱いた 

数週間たって、同様の答えを期待して、聞いてみた 

「どうして、わたしって⾔うの？』 

すると、ナイーブな問いだったのか、「いや」と強く回答を拒否した 

何かを侵襲しているように感ぜられたため、それ以上は問わなかった 

 

考えてみれば、「わたし」ほど、主体性の純度が⾼い表現もない 

しかし、娘においては、その使⽤は他者に⼤きく影響されている 

主体性にしのぶ他者性の影 

私にしても、「ぼく」から「オレ」への跳躍には随分と難渋した 

最近は仕事での⽴場上「わたし」と⾃称する場⾯が増えたが、不協和⾳が響
いている 

随分と不⾃由な主体だこと 

(2021/06/11 素寒居⼠) 

 
カブトムシ 
カブトムシが出ちゃうからお⽚付けしないとと 4歳の⻑⼥が⾔った。 

床をはってるところを⻑⼥が⾒つけてベッドの部屋からおもちゃの⽅に⾏っ
て⾒失ってベッドの部屋で発⾒したところを妻がやっつけたのだそうだ。 

怖いね、お⽚付けしようね、と⾔った。 

(2021/06/13) 
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ハローユー 
5歳娘 

⽗：学研で英語してるの？ 

娘：ハローユー 

⽗：see you？ 

⺟：how are you じゃないの？ 

(2021/06/17 素寒居⼠) 

 
最初から真っ⾚なトマト 
5歳娘と 

 

娘：今⽇幼稚園でトマトたべたよ 

⽗：お、すごいね、全部⾷べれた？ 

娘：うん 

⽗：すごいね、これからも⾷べれる？ 

娘：うーん 

⽗：どうしてトマトが嫌なの？ 

娘：最初から真っ⾚だったから⽕みたいで怖かったんだよ 

(2021/06/28 素寒) 

 
男と⼥とオーマイガ− 
5歳娘と 

 

娘：どうして男はおしっこの時、ちんちん拭かなくていいの？ 

⽗：うーん・・そういう形やもんなあ・・・ 

娘：どうして男と⼥は違うの？ 

⽗：うーん・・・ 

娘：どうして男の⼦にはおちんちんがあるの？ 

⽗：うーん・・・おちんちがあるから男の⼦なのかなあ・・・うーむ・・ 

娘：⼥の⼦にはおっぱいあるよ？⾚ちゃんができたらおっきくなるんだよ 

娘：先⽣に「みんな⼥の⼦なのにはたおり上⼿だね〜」って⾔われたの 

⽗：・・・・ 

娘：先⽣に「みんな⼥の⼦なのにはたおり上⼿だね〜」って⾔われたの 
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⽗：それでどう思ったの？ 

娘：オーマイガ−!ってなった 

⽗：・・・・・・そう⾔われて嫌だった？ 

娘：嫌じゃないよ 

(2021/06/28 素寒) 

 
こころのかぜ 
帰宅後、5歳の娘と 

 

娘：ダニアレルギーってどういうこと？ 

⽗：あ−・・・アレルギーかぁ 

⽗：例えば、パン⾷ったら、ももちゃん、ぶつぶつでてくる？ 

娘：でないよ 

⽗：中にはパン⾷ってぶつぶつでちゃう⼈がおるんよ。そしたら、その⼈は、
パンにアレルギーをもってる、っていうねん。ほんで、ダニアレルギーは、
ダニのうんことかにアレルギーをもっちゃうわけや 

娘：じゃあ、ももちゃんはパン⾷べてもいいの？ 

⽗：いいよ。ももちゃんはパンにアレルギーないもん。 

娘：ふーん。じゃあ、こころが⾵邪をひくってどういうこと？ 

⽗：うーん、⼼と体があるやん？ 

娘：うん。 

⽗：⼼がくしゃみしたり咳したりすることかなあ 

娘：ふーん。ももちゃん、こころ好きだよ。 

⽗：あー、それ焼き⿃な。 

娘：うん。 

(2021/08/14 素寒) 

 
ぼちぼち 
就寝時、5歳娘と 

 

⺟：今⽇忙しかった？ 

⽗：ぼちぼちやなあ 

娘：ぼちぼちってどういうこと？ 
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⽗：まあまあってことかなあ 

娘：まあまあってどういうこと？ 

⽗：うーん・・・ママァ！ってことや 

娘：違うでしょ！ 

⽗：うーん。6割くらいってことかなあ 

娘：6割ってどういうこと？ 

⽗：10 あったら 6 くらいってことかなあ 

娘：それってどういうこと？ 

⽗：うーん・・・ 

⽗：どないでっかって聞かれたら、ぼちぼちでんなって答えるねん 

⾔ってごらん、ぼちぼちでんなって 

娘：ぼちぼちでんな 

⽗：ちゃうちゃう、ぼちぼちでんな、や。 

娘：⾔ってるでしょ〜 

⽗：いや発⾳がちゃうねん。ぼちぼちでんな、や。⾔ってごらん。 

娘：ぼちぼちでんな。 

⽗：ちゃう。ぼちぼちでんな、や。 

娘：ぼちぼちでんな 

⽗：そういうことや 

(2021/08/14 素寒) 

 
はたらきつづける 
5歳の娘と 

 

娘：あした、おしごとなの？ 

⽗：うん、そうよ 

娘：え〜、なんで？ 

⽗：う〜ん、だって、毎⽇働かないとお⾦もらえないものね 

娘：はたらきつづけないといけないの？ 

⽗：うーん、そうね。ももちゃんは、今⽇だけご飯⾷べるの？毎⽇ご飯⾷べ
るの？ 

娘：毎⽇たべるよ 

⽗：じゃあ、今⽇だけ幼稚園に⾏くの？それともこれからも⾏くの？ 
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娘：これからもいくよ 

⽗：ご飯を⾷べるのにも、幼稚園に⾏くのにもお⾦を払わないといけないも
のね 

娘：じゃあ、幼稚園のバスにもお⾦をはらってるの？ 

⽗：払ってるよ 

娘：ガーン！ 

娘：お⾦チョコ買わないと 

⽗：え？ 

娘：お⾦チョコ知らないの？イオンで売ってるよ 

(2021/09/09 素寒) 

 
ぴーかん 
ぴーかん 

 

最近よく聞くお経のフレーズを 

寝床でおもむろに発してみた 

 

隣の 5歳娘がただちに反応する 

 

ぴーかん？ 

 

やや遅れて 2歳息⼦も⾝を乗り出して応じる 

 

ぴーかん！？ 

 

⼆⼈の嬉々とした声⾊は新しい玩具を⾒つけたようだ 

⾔葉は精神にとって玩具のように機能することもある 

だじゃれ、連歌、ラップなど玩具性が際⽴つ 

 

ぽぱーぺ ぽぴぱっぷ 

 

と⾔えば、⾕川俊太郎の絵本だが、玩具そのものである 

 

娘：ぴーかんってなに〜？ 

⽗：・・・・ぴーかん、のんりき 
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娘、息⼦：ぴーかん！ 

(2021/09/11 素寒) 

 
ほうちょうをもった⼥ 
6歳⼿前の娘と 

 

娘：ほうちょうをもった男が電⾞にいたんだって 

⽗：ねえ、こわいねえ 

娘：ほうちょうをもった⼥が電⾞にいたらどうする？ 

⽗：うーん、こわいねえ 

娘：そんなわけないじゃん、⼥の⼦は優しいもの。そんなことしないよ。 

⽗：え〜そうかなあ、こわい⼥もいっぱいいるんじゃない？ 

娘：え〜、ももちゃん、変な⼈にはついていかないもん 

(2021/11/02 素寒) 

 
おれしろい！ 
2歳 9ヶ⽉の息⼦ 

じゃんぽんをして興奮した様⼦で叫んだ 

 

おれしろい！ 

 

※じゃんぽん・・・⽗の背中をジャンプ台とし⼦はジャンプする遊び。⽗は
跳ねるタイミングでバネとなってジャンプ⼒を補強する。 

(2021/11/06) 
 
⼥と男の約束 
寝床にて 6歳⼿前の娘と 

 

娘：パパはももちゃんを独り占め？ 

⽗：うん、独り占めかな〜 

娘：ママ、パパがももちゃん独り占めだったで 

⺟：え〜、ママだってももちゃん独り占めにしたいのに 

娘：⼆⼈で話し合って決めればいいんじゃない？ 
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⽗：何を⾔うとんねん 

娘：おまえが何を⾔うとんね〜ん 

⼀同：笑 

⽗：お⽗さんにお前って⾔ったらあかんな。じいじが聞いたらびっくりする
わ。 

⺟：でもツッコミとしては⾯⽩いね 

⽗：そう、ももちゃんはツッコミとして⾔ったんよね。 

 

その後、娘がやってきて⽿元でこっそりささやいた 

娘：さっきは勝⼿に⼝が動いただけ。 

⽗：そうなんやね。 

娘：さっき⼝が勝⼿に動いたこと誰にも内緒だよ？ 

⽗：なんで内緒なん？ 

娘：だって、内緒じゃないと、それはそうじゃん。わからないの？ 

⽗：うん 

娘：ママがそんなことないでしょ〜って⾔うから。ママには内緒で⼦供だけ
には話すの 

⽗：じゃあお⽗さんは⼦供なん？ 

娘：⼥と男の約束ってこと 

(2021/11/08 素寒) 

 
なんでかえってきたの 
2歳 11ヶ⽉の息⼦ 

 

帰宅と同時に息⼦が問うた。 

 

パパなんでかえってきたの？ 

 

⽗：えーっと、かんちゃんと遊びたかったからかな 

息⼦：なんで？ 

⽗：うーん、遊びたかったからかな 

 

主語が⽴つようになった 2歳 2ヶ⽉から 8ヶ⽉経過したこととなる。 

主語が⽴つようになり、その後からイヤイヤ期が訪れ、 
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ここ 1ヶ⽉は、ナンデ期にある。 

 

さっきの問いを終えてからものの数分も経たないうちに再び問われる 

 

息⼦：パパなんでかえってきたの？ 

⽗：うーん、みんなに会うために帰って来たんだよな 

息⼦：なんで？ 

⽗：なんでって、ここはお家だもんな 

息⼦：なんで？ 

⽗：じゃあ、かんちゃんはなんでここにいるの？ 

息⼦：かんちゃんのおうち 

 

その後も同じ問いが反復される・・・ 

(2021/12/11 素寒) 

 
外国より遠いところ 
6歳娘と 

 

娘；ロシアって遠いの？ 

⽗；とっても遠いよ 

娘；えー、⽥舎より遠いの？ 

⽗；⽥舎よりずっと遠いよ 

娘；えー、じゃあ外国よりずっと遠いの？ 

⽗；外国よりずーっと遠いよ 

娘；えー 

6歳娘と 

(2022/03/03 素寒) 

 
コンビニさん 
3歳男児 

 

⺟：管理⼈さん、こんにちは 

息⼦：コンビニさん、こんにちは 

⺟：か・ん・り・に・んさん、だよ 
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息⼦：コンビニさん 

⺟：かんりにんさん 

息⼦：こんびにん 

(2022/03/15 素寒) 

 
⼀⽣遊ばないよ？ 
6歳娘が 3歳の弟を説き伏せていた。 

 

ねえ、それ返して 

ねえ、貫ちゃん、それならもう⼀⽣遊ばないよ？ 

⼀⽣遊ばないっていうのはね 

お⺟さんみたいになってもね 

おばあちゃんになってもね 

天国に⾏ってもね 

ののさまのとこに⾏っても 

もう⼀⽣遊ばないってことなんだよ 

それでもいいの？ 

じゃあ返して 

(2022/04/04 素寒) 

 
エピソードは随時募集しております。応募は下記のメールアドレスまでお願
いいたします。 

rinshoubungeiigakukai@gmail.com 
 
 
 
 
  


